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かけているのか
談
に読む
しての
物語』 赤坂憲雄

（民俗学者）

●
あ
か
さ
か
・
の
り
お
　
一
九
五
三
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東

京
大
学
文
学
部
卒
業
。
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授
を
経
て
同

大
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
福
島
県
立
博
物
館
館
長
。

東
北
学
を
提
唱
し
九
九
年
『
東
北
学
』
を
創
刊
す
る
な
ど
多

彩
な
活
動
を
展
開
。
著
書
に
『
異
人
論
序
説
』『
排
除
の
現

象
学
』『
象
徴
天
皇
と
い
う
物
語
』『
境
界
の
発
生
』『
岡
本
太
郎

の
見
た
日
本
』『
増
補
版 

遠
野
／
物
語
考
』
な
ど
が
あ
る
。

19

現代に何を語り
対

百周年
文学と
『遠野山折哲雄

（宗教学者）

●
や
ま
お
り
・
て
つ
お
　
一
九
三
一
年
生
ま
れ
。
岩
手
県
出

身
。
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
、
白
鳳
女
子
短
大
学
長
、
京
都
造
形

芸
術
大
学
大
学
院
長
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
近
代
日
本
人
の
宗
教
意
識
』『
ブ

ッ
ダ
は
、な
ぜ
子
を
捨
て
た
か
』『
日
本
人
と｢

死
の
準
備
」』

『
わ
た
し
が
死
に
つ
い
て
語
る
な
ら
』
な
ど
が
あ
る
。

　
明
治
四
十
三
年
の
刊
行
以
来
、
百
年
の
歳
を
数
え
た
『
遠
野

物
語
』
│
│
。
日
本
民
俗
学
誕
生
の
記
念
碑
と
さ
れ
る
こ
の
一

冊
は
、
し
か
し
「
民
俗
学
」
を
確
立
す
る
以
前
の
「
文
学
青

年
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
誕
生
の
内
的
な

経
緯
と
、
評
価
の
変
遷
に
触
れ
な
が
ら
、
二
人
の
碩
学
が
『
遠

野
物
語
』
を
ど
う
読
む
べ
き
か
、
こ
の
物
語
が
現
代
の
私
た
ち

に
語
り
か
け
て
い
る
も
の
は
何
か
を
語
り
合
っ
た
。

文
学
か
民
俗
学
か

赤
坂
　
い
ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
前
、
明
治
四
十
三
（
一
九
一

〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
遠
野
物
語
』
は
、
日
本
民
俗
学
誕
生

の
記
念
碑
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
実
は
明
治
四
十
三

年
の
日
本
に
民
俗
学
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
柳
田
国
男
は
こ
の

と
き
ま
だ
民
俗
学
を
作
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。
民
俗
学
誕
生
以

前
に
、
文
学
青
年
で
あ
り
農
政
官
僚
で
あ
っ
た
柳
田
が
遠
野
の

物
語
世
界
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
偶
然
に
生
ま
れ
た
の
が

『
遠
野
物
語
』
で
す
。『
遠
野
物
語
』
は
民
俗
学
的
な
資
料
と
し

て
の
顔
と
文
学
作
品
と
し
て
の
顔
、
そ
の
ど
ち
ら
に
光
を
当
て

る
か
で
読
み
が
ま
っ
た
く
変
わ
る
不
思
議
な
書
物
で
す
。
序
文

に
は
「
鏡
石
君
は
話
上
手
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
誠
実
な
る
人
な

り
。
自
分
も
ま
た
一
字
一
句
を
も
加
減
せ
ず
感
じ
た
る
ま
ま
を

書
き
た
り
」
と
あ
り
ま
す
。「
鏡
石
君
」
と
は
柳
田
に
物
語
を

語
り
聞
か
せ
た
作
家
志
望
の
遠
野
の
青
年
、
佐
々
木
喜
善
で
す
。

「
聞
き
た
る
ま
ま
を
書
き
た
り
」
で
あ
れ
ば
、
相
手
の
語
り
を

聞
き
取
っ
て
そ
の
ま
ま
文
字
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
「
感

じ
た
る
ま
ま
を
書
き
た
り
」
は
、
こ
れ
は
文
学
的
態
度
と
い
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
柳
田
は
こ
の
態
度
と
手
法

を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
『
遠
野
物
語
』
を
一
編
の
文
学
作
品
と

し
て
著
し
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

山
折
　
最
初
に
『
遠
野
物
語
』
を
柳
田
国
男
の
作
品
と
し
て
高

く
評
価
し
た
の
は
仏
文
学
者
の
桑
原
武
夫
で
し
た
。
桑
原
は

『
遠
野
物
語
』
を
「
ま
ず
何
よ
り
も
、
一
個
の
優
れ
た
文
学
書

で
あ
る
」
と
評
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
柳
田
の
文

学
的
な
才
能
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
書
か
れ
た
も
の
だ
と
断
定

的
に
評
価
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
後
の
『
遠
野
物
語
』
の
運
命
を

決
定
づ
け
た
ん
で
す
。

赤
坂
　
桑
原
武
夫
も
そ
う
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
節
目
で
『
遠

野
物
語
』
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
は
、
文
学
に
関

わ
る
人
た
ち
で
す
ね
。
た
と
え
ば
泉
鏡
花
は
「
こ
の
書
は
土
地




